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老親扶養にみる中国朝鮮族家族の現在 : 国外移住
に伴う変化を中心に



























3.  親子同居の場合の老親扶養：長男同居型扶養の実践と変容 
3.1.居住形態と長男の責任 
3.2.経済的扶養と身体的扶養の分離





The Present Situation of Korean Chinese Family from the Perspective of Aging 


















模海外移動に踏み切るようになった。例えば 2014年 2月現在韓国に滞在中の朝鮮族だけで 51万
919人［韓国法務部出入国管理局 2014］に達するが、これは朝鮮族総人口 183万 929人［国務院

























イ・クワンギュ 1996、チョ・ガンヒ 1999］。しかも、それらの研究の殆どが 1990年代末の調査
資料に基づく論考であるため、2000年代に入ってから一段と激しくなった朝鮮族の国境を越え
る移動とそれに伴う家族の変化を掴み取ることができないという限界を合わせ持つ。






川鎮より西北に約 4 km、自治州の州都である延吉市からは約 15 kmのところに位置する自然村
落である。2004年 2月当時、B屯に戸籍を持つ朝鮮族は 115世帯、340人であったが、実際村に
生活する家族成員を 1人以上持つ朝鮮族は 80世帯、234人であった。さらに、2013年 4月にな
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るとその人口は 35世帯、106人にまで減っていた。
　筆者は 2004年 2月から 2013年 4月までにかけて、B屯を中心に断続的な調査を行った。2004
















































子より多く相続する「長男優待不均等相続」の原則が決められ［イ・クワンギュ 1975 : 288–
290］、長男は老いた親を扶養しその死後には祭祀を遂行するとともに父の代りに家族を統率する





























































































































































































































を持ってきた。2011年から政府は 80歳以上の老人世帯に対して、一戸当たり 4万 2000元の予算
で草葺きの旧家屋を 40 m2面積の瓦葺きの新家屋に建て替える作業を進めているが、C・Z氏夫
婦の家屋も取り壊し新築することになった。家屋の新築に当たって、子供達で国際電話を利用し
た話し合いをした結果、政府の支援する 40 m2の面積より 30 m2大きい 70 m2に増築することに








毎月の支給額は一人当たり僅か 55元に過ぎず、これを 2012年の延辺自治州農民の平均年収 7350





























































































































く、特に 85歳－89歳の男女比率は 305 : 1041にまで達していた［吉林省延辺朝鮮族自治州人口
普査辨公室 2002 : 348–350］。一方、前述の身体の元気な老親が子供と別居し経済的扶養だけを受
ける形態で、興味深いのが女性老人の独身世帯が多いことと男性老人の再婚率が高いことであ
る。それは現在 B屯における 60代以上の独身女性 6人、子供の世帯と同居する⁄していた 2人の

















































たり 4万 2000元の予算の枠内で約 40 m2面積の家屋を新築する政策を実施しているが、P・O氏
































































































































































































2010 : 115］。また、全体的出生率も全国平均より低く、2008年の全国平均出生率が 12.14‰であ





（1） 延吉市、龍井市、図們市、和龍市、琿春市、敦化市、汪清県、安図県の 6市 2県で構成される中国唯一の朝
鮮族自治州であり、朝鮮族最大の集住地域である。
（2） 1945年 8月 15日の第 2次世界大戦の終結に伴う朝鮮半島の日本からの独立。







（6） 1984年に延辺朝鮮族自治州政府が毎年の 8月 15日を延辺朝鮮族自治州独自の老人の日に定めたが、これは中





（9） 朝鮮族が集中して暮らす東北地方は毎年の 10月から翌年の 4月までの 6ヶ月間は全てのマンションに暖房を
供給するが、その費用な 1 m2当たり 31元で一括払いを原則とする。
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